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肺癌を中心としたさまざまな疾患を対象にインフォマティクス、

分子病理学・分子生物学的手法を駆使した疾患解明を行っている。

シングルセルRNA-SEQを中心とした解析技術の革新により、様々な疾患

における単一細胞解析が進展し、病態解明が大きく進んでいる。近年で

はホルマリン固定検体（FFPE）からの解析も可能となり、今後はFFPE検体

を中心とした単一細胞解析が主流になると考えられる。そのため、検体

を扱う病理部との連携や、膨大な情報量を処理するバイオインフォマ

ティクスの重要性が一層増すだろう。

小細胞肺癌（SCLC：SMALL CELL LUNG CARCINOMA）は肺癌の約2割を

占め、悪性度が高く難治性である。手術がほとんど行われないため、生

検検体や凍結検体の入手が困難であり、単一細胞解析による病態解明

が遅れていた。本日は、FIXED RNAプロファイリングや空間トランスクリプ

トーム、イメージングマスサイトメトリーなど、FFPE検体を基盤とした多面

的な単一細胞解析を活用し、小細胞肺癌における不均一性や腫瘍微小

環境との相互作用、さらには全体の5〜30%を占める混合型肺小細胞

癌（C-SCLC：COMBINED SCLC）の本態解明を試みる研究を紹介する。ま

た、現時点での課題や今後の展望についても概説する。
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